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令和 4年 3月 17 日発行  文責 校長 副島 和久 
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一日一日、春らしさが感じられるようになってきました。いよいよ、明日は第 130 回 

太良町立多良小学校の卒業式を挙行いたします。残念ながら、天気予報は雨天です

が、滞りなく式を行えるように準備したいと思います。本日は、最後の式の練習も終

えて、卒業生は学級担任から通知表をもらい、在校生は校舎内の掃除、式の準備に取

り掛かっているところです。（左の写真は総練習の様子と、歌の指導をする横山先生、呼びかけの指導をする樋口先生です。） 

 今年度も、新型コロナウイルス感染防止との両立

を図りながら、できる限り、これまで通りの卒業式を

行いたいという思いで、全教職員で準備を進めてき

ました。式場における新型コロナウイルス感染拡大防

止の対策、式の時間短縮、体育館の広さを考えて、１

年生と２年生は教室でのオンラインによる参加とす

るなど、様々な対策を講じながら、明日を迎えること

となります。式中は歌うときも含めて、原則、常にマ

スク着用としていますが、例外として、卒業生の証書

授与のみマスクを外して行うこととしています。 

 送る側の代表である５年生の子どもたちを中心と

して、在校生の子どもたちの呼びかけの声も式歌「さ

ようなら」や校歌を歌う歌声もすばらしいです。これ

までの６年生への感謝の思いを、声と姿で伝えてく

れています。卒業する６年生も１日１日と気持ちを高

めながら、成長してくれています。卒業式の日の壇上

での子どもたちの姿、呼びかけや式歌「大切なもの」

の合唱などを、卒業生保護者の皆様はしっかりと心

に焼き付けていただければと思います。 

 安全・安心な中ですばらしい式とするため、いろい

ろと、これまでとは異なることもありますが、第 130

回の卒業式を挙行できることを喜び、全職員一丸と

なって、式に臨みたいと思います。 

 子どもたちも６年生、在校生ともに、精一杯の気持

ちを込めて、厳粛かつ感動的な式にしてくれるものと

期待しています。 

学校HPもご覧ください 
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卒業式に先立って、３月 17 日の３時間目に６年生だけの修了式を

行いました。体育館で、児童代表の井川 瑚菜 さんに修了証書をお

渡ししました。（右の写真） 

 

校長として、子どもたちには「学校は何するところ」というお話を

しました。「学校は『なりたい自分』と『なれる自分』を大きくするところ」ということが結論です。 

次のようなお話をしました。 

未来の自分は「なりたい自分」と「なれる自分」が交わっ

たところにあります。どんなになりたい職業があっても、そ

の職業に就くために必要な力がなければなれませんし、ど

んなに力があっても、その力を使って頑張りたいという思

いがなければ、その力を発揮することはありません。 

義務教育の９年間は皆さんの中の「なりたい自分」と「な

れる自分」をぐーんと大きくする時間だと思います。 

そのためには、次の３つを頑張ってください。 

 

❶ 何でも一生懸命に頑張ること。（あきらめないこと） 

自分が得意なことはもちろんですが、自分が苦手なことも、あまり好きではないと思うことも、

まずは、一生懸命に取り組んでみてください。中学校で学ぶ９つの教科は、みなさんがいろいろな

可能性を確かめるためにあると思います。まずは全力で取り組んでみることが大切です。もしかす

ると、今は苦手と思っていることが、みなさんの将来の職業になっているかもしれませんよ。（私の

ように・・・） 

❷ いろいろな人との出会いを大切にすること。 

 中学校では、今まで以上にいろいろな人と出会う機会があると思います。ちなみに、中学校の授

業は「教科担任制」といって、９つの教科をそれぞれ違う先生方から

学ぶことになります。部活動でも新たな先生と出会うことになると

思います。その中に、もしかすると、みなさんの夢を実現してくれる

人やそのサポートをしてくれる人がいるかもしれませんよ。 
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佐賀県学童美術展（立体の部） 

県特選 ６年 富永千晶さん、県準特選 １年 野田いち子さん、３年 陣竹琉我さん、５年 永戸沙絢さん 

地区入選 １年 徳永杏優さん、２年 森田夏輝さん、松本瑛太さん、３年 田中 空さん、 

４年 原 春日さん、中村綾香さん、５年 増山愛之伸さん、６年 山口煌貴さん、杉本嵩虎さん 

 

６年生の多読賞（200 冊以上達成者） 体育館で表彰しました！ 

佐藤 真綾さん（228 冊）、土橋 奈都美さん（226 冊）、井川 瑚菜さん（222 冊）、 

牟田 凛音さん（220 冊）、吉田 茉央さん（210 冊）、林田 鉄平さん（207 冊） 


